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スクール・オブ・プレイバックシアター 

実践課題 

  Ｈ１５．５ 松本 功 

Ⅰ．デイケアでの実践 

 以下の様な構造で、H13.9.5 より H15.4.9 まで３２回のセッションを実施した。 

１．目的：①プレイバックシアターを楽しむ。②プレイバックシアターを通して、自分の

気づき・発見、こころのつながり・癒し、人生に活力を与えることをめざす。 

２．対象：松岡病院（単科精神病院）のデイケアに通う外来患者（精神障害者）で参加は

自由、メンバーの疲れやすさを配慮して見学参加も可。ワークショップスタイル。約１０

名。 

３．時間：毎月２回、第１，３水曜日。Pm1:30～pm3:00（プログラム名「松本Ｄｒアワー」）。 

４．場所：デイケア 

５．スタッフ：コンダクター松本、他２名。 

６．セッションの流れ： 

１）ウォーミングアップ；ストレッチ、ゲームなど。 

２）動く彫刻、ペアーズ 

３）ストーリー 

４）感想、アンケート；ストーリー、セッションの感想、書面によるアンケート。 

５）茶話会；約３０分。 

６）アフターミーティング（スタッフのみ）；グループおよび各メンバーのプロセスを

レビュー 

７．パフォーマンスの計画： 

  本年の２月頃から、めんばーの中から「成果を発表したい！」という声が自発的に上

がる様になった。コンダクターとしては、家族のためのパフォーマンスをと考えていたが、

メンバー自身は「他の患者さんのためにしたい」という。それで、５月２１日（水）病院

の喫茶店で他の患者さん（入院・外来）のために１時間のパフォーマンスを計画した。 

８．上記一年半の内容は、ストーリーを中心に論文にまとめた。 

 

Ⅱ．スクールのワークショップでの実践 

1)目的： 2002/12/21-23、スクールのコンダクティングのワークショップ期間中の事。 

会場の職員さんのためにパフォーマンスをしようと私が提案。普段、細かい気を遣ってい

ただいていることへのお礼と、我々はどんなことをしているかを分かってもらうために。 

2)時間：お昼休み前の１０分位の時間。 

3)場所：食堂 

4)メンバー：ワークショップ参加メンバーからボランティアを募集。６人が参加してくれた。 
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5)経過： 

①準備；まず、何をするかを決める。動く彫刻を中心とした。ミュージシャン、アクター

を決める。 

職員さんに趣旨を伝え、了解を得る。 

グループ作りのためのウォーミングアップ 

②本番； 

私から普段のお礼の挨拶と、メンバーの自己紹介。 

すると、その後、職員の方から自己紹介が返される。 

そのあと、職員から見た我々に対する気持ちを伺う。 

「何をやっているんだろう」という気持ちから始まって、管理人さんから基本的で鋭い質

問が飛んでくる。「プレイバックシアターとは何だ？」「効果があるのか？」「効果があると

いう文献があるのか？」本来、パフォーマンスであるものが質疑応答となってしまったり、

時間を超過してリチュアルを崩してしまった。 

6)反省： 

わずか１０分あまりのパフォーマンスであったが、時間の長短に拘わらずパフォーマン

スはパフォーマンスであると身に沁みて感じた。私の課題が全て露呈した。すなわち、普

段、ワークショップの場を提供してくれている職員さんとの間に橋を架けようと言う趣旨

は良かったが、本番前のウォームアップ、グループ作りは他のメンバーのリーダーシップ

に依存してしまってもたもたしてしまったし、プレイバックの何たるかを普段から深め・

理解しておく必要があったと言う事等である。どんなお話、状況でもプレイバックシアタ

ーのリチュアルを壊さない事。ともあれ、職員さんとは話しやすくなった。ボランティア

の皆さんありがとうございました。 
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Ⅰ．はじめに 

 それは深いためいきから始まった。あるプレイバックシアターのワークショップの中で、

一人の人のストーリーを神話的レベルから語り直しをしあうワークをした時、元の話をし

てくれた人の深い驚きの眼差しと、語り直しをした私自身に深いため息が生じ、しばらく

止む事がなかった。このトランス状態に入った不思議な感覚は、その時のグループ全体に

も拡がっていて、味わった事のない感動だった。一体何が起こったのだろう、どこから来

るのだろう、という謎が本研究の最初の動機である。さらに、自分の見た不可思議な夢の

ストーリーをプレバックシアターで見させてもらった時、「そう、そうだったのか！」と、

夢の意味が一挙に腑に落ちたという経験を味わった事も大きい。つまり、夢という神話的・

元型的なストーリーから逆に、その時抱いていた私の無意識の感情・願望、生活状況、そ

の時に参加していたグループメンバーに対するソシオメトリーが一挙に見えたのだ。ジョ

ー・サラが「ストーリーの内容とその背景は互いに共鳴し、影響し合います」「語り手の

体験の中に絡み合う様々な意味を見いだし、それらをストーリーというかたちに変えてい

くのがプレイバック・シアターの中心となるプロセス」４）と述べている。ジョナサン・フ

ォックスはストーリーとストーリーとのつながりを「赤い糸」と呼んでいる５）。 

 ここでは、H13.9.5 より毎月２回、約１年半、私がコンダクターをしてきたデイ・ケアで

のプレイバックシアターで、メンバーによって語られたストーリーを、語られた場との「共

鳴」、「赤い糸」を手繰りつつ読み解く作業を通して、ストーリーに降臨する神話を解読

してみたい。 

 

Ⅱ．セッションの構造 

１．目的：①プレイバックシアターを楽しむ。②プレイバックシアターを通して、自分の

気づき・発見、こころのつながり・癒し、人生に活力を与えることをめざす。 

２．対象：松岡病院（単科精神病院）のデイケアに通う外来患者（精神障害者）で参加は

自由、メンバーの疲れやすさを配慮して見学参加も可。ワークショップスタイル。約１０

名。 

３．時間：毎月２回、第１，３水曜日。Pm1:30～pm3:00（プログラム名「松本Ｄｒアワー」）。 

４．場所：デイケア 

５．スタッフ：コンダクター松本、他２名。 

６．セッションの流れ： 

１）ウォーミングアップ；ストレッチ、ゲームなど。 

２）動く彫刻、ペアーズ 

３）ストーリー 

４）感想、アンケート；ストーリー、セッションの感想、書面によるアンケート。 

５）茶話会；約３０分。 

６）アフターミーティング（スタッフのみ）；グループおよび各メンバーのプロセスを
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レビュー 

 

Ⅲ．ストーリーの共鳴  

以下のように、ストーリーを中心に拡がる各レベルでのストーリーの共鳴を検討した。 

①ストーリー： 

②個人の心理的次元・発達課題 

E.H.エリクソンのライフサイクル理論３）をもとに検討した。E.H.エリクソンは、自我とそ

の働きを社会、文化、歴史的状況の諸条件との相互作用の中で把握して行く精神社会的な

方法論を展開し人間の生涯を８つの階層に区分した。その中で、健康な人格形成のために

必要な発達課題を人生周期の各段階に対応して以下の様に８つ提示した。各々の発達課題

が達成される中で、virtue 活力が獲得されるとする。 

  発達段階   発達課題 活力 

Ⅰ 乳児期 ０～１歳 基本的信頼対不信 希望 

Ⅱ 幼児前期 １～３歳 自律性対恥・疑惑 意志 

Ⅲ 幼児後期 ３～６歳 自主性対罪悪感 目的 

Ⅳ 学童期 ６～１２歳 勤勉性対劣等感 適格 

Ⅴ 青年期 １２～２２歳 同一性対同一性の混乱 忠誠 

Ⅵ 成人前期 ２２～３０歳 親密対孤立 愛 

Ⅶ 成人期 ３０～６０歳 生殖性対停滞性 世話 

Ⅷ 老年期 ６５歳以降 統合対絶望 英知 

 

③今・ここでのグループのプロセス： 

「なぜこのストーリーなのか、なぜ今ここで語られるのか」４）を検討した。 

④社会・政治的次元の共鳴 

⑤神話的・元型的モチーフ： 

C.G.ユングによれば元型について「個人的な性質を持った意識的な心の部分とは別に、心

には第２のシステムがあって、これは集合的で非個人的な性質を持っており、全ての個人

においても同一である。この集合的無意識は個々人において発達するのではなく、遺伝し

ていくのである。それは存在に先んじる形式でいくつもの元型から成り立っている。神話

学ではその形式をモチーフと呼んでいる。」２） 神話について、Ｊ．キャンベルは「神話は

人間の内に潜んでいる精神的な可能性の隠喩」「私たちの生命に活気を注いでいる力と同

じものが世界の生命にも活気を与えている。」６） と述べ、レヴィ＝ストロース「神話は、

人間と動物がまだ区別されていなかった頃の物語」「その精神はデカルトの方法の対極に

あるもので、困難を分割することを拒否する精神であり、部分的な解答では決して満足せ

ず、現象界全体のトータルな説明を要する精神である。」8)  と述べる。要約するならば、

神話とは、個人を超えた普遍的・潜在的・全体的な精神・生命・経験と言えよう。ジョー・
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サラは「私達は個人的に経験したある特定の事柄によっても通じ合いますが、それよりも

感情や心の根底に流れているものによってつながっています。」「より大きなストーリー」

４）と述べているが、「根底に流れるもの」「より大きなストーリー」が神話であると思う。 

 

Ⅳ．結果 

 ストーリーとその背景の共鳴する様子を、第１回、５回、９回、２４回、３０回のセッ

ションで例示する。 

〔第１回〕 

ストーリーテラー：ＦＨ，５１歳、男性 

ストーリー：「デイケアでやっている絵手紙が出来て良かった（タブロー）。」 

まず、私がここでのプレイバックシアターの目的や方法を説明した。プレイバックシア

ター、「あなたへのプレゼント」と副題を付けた。つまり、あなたの中にある気持ちやお

話を即興で劇にして、お話ししてくれた人にプレゼントして分かち合う、というのがその

趣旨であると説明した。参加者は、外来患者でデイケアに通うメンバー１０名と私を含め

たスタッフ３名。 

 第１回で、ストーリーまでには至らず、お話をタブローにして表現した。ＦＨ氏は、２

０歳代に発病した統合失調症の患者さん。長い入院生活を経て、現在はグループホームに

入所していて、連日デイケアに通っている。そのプログラムのひとつの「絵手紙」を描く

活動にも参加している。その様子を話してくれた。まじめに休むことなく通うが、グルー

プ活動では退屈するとよく居眠りをする。その彼が、今回のセッション中は居眠りする事

もなく、セッションの感想では「難しかったけど、良かった」と述べてくれた。つまり、

１時間半のグループに参加し続けることが出来た。この経験は、エリクソンの発達課題の

特に「勤勉性対劣等感」の部分を促進したと考えられる。そして目的を達した事による活

力を得たと考えた。更に彼個人を超えたテーマは、社会的・政治的にはグループのスター

ト、入園・入学・入社といった事柄につながると考えた。既に様式化された団体・組織に

所属し、そこでの活動・交流を通して新たな経験や学びをし、成長し個人・社会の目的の

実現を遂げていくわけである。更に神話的・元型的レベルへと掘り下げるならば、「困難

の克服」「新たなスタート」の儀式といったモチーフが浮かぶ。もう一つは、「絵手紙」

の意味である。これは、手紙・はがきに差出人が簡単な絵を描いて人に思いを送る（贈る）

のである。手紙・はがきという様式化された伝達形式に絵という絵心を加えたものとなっ

ている。すなわち芸術性が加味されている。このことは、お話を単に言葉だけではなく即

興劇という芸術を用いて分かち合うというプレイバックシアターの精神・目的を喩えてい

る様で味わい深い。個人のストーリーに、個人を超えた精神が息づいている。いわば「伝

令神」「芸術神」が降りてきている。これは「プレイバックシアターの精神」でもある。

ストーリーの内容とその背景が互いに共鳴し、影響し合っていることが見え・感じられて

くると、プレイバックシアターにおける何気ないストーリーは、啓示的な意味を帯びてい
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る事が分かって、驚くのである。 

 

 〔第５回〕 

ストーリーテラー１：ＦＨ，４３歳、女性。 

ストーリー１：「成人式・美容院で着物を着て日本髪にした。高校時代の友人とカラオケに行

く。」 

ストーリーテラー２：ＦＨ、男性。 

ストーリー２：「１９，２０歳の正月、父母と一緒に過ごして善光寺参りをした。」 

 メンバー１０名、スタッフ３名。この日は天気が良く、前半は屋外、つまり病院近くを

流れる川の岸に作られた公園でゲームや動く彫刻をした。その後、室内に戻ってストーリ

ーをした。 

 一人目は、女性 FH であった。統合失調症で入退院を繰り返していて、現在は外来に通

院しているが、過活動で調子が高い状態であった。病気の再発が懸念される状態であった。

そして、世界は H13.9.11 のニューヨークでテロがあっていまだに世界中が震撼させられ

ている時であった。動く彫刻で、そのことと対比して日本は平和だなー、という思いを話

していた。青空で心地よい空気を吸い込む様な彫刻が見られた。感想で「２０才の頃に戻

りたい」と述べた。 

 ストーリーでは、晴れがましい成人式の様子、一緒に成人を迎えた級友とのカラオケで

楽しんだ様子を語ってくれた。彼女の中で、その晴れがましい儀式の気持ちが今日の快晴

の天気と時を隔ててシンクロナイズしたに違いない。一方、テロの悲惨さは彼女の闘病生

活の現実を喩えている様で、彼女の心の病気と健康という対立と共鳴していると思われ

た。つまり、ストーリーには、今の現実は悲惨であり、健康であった（平和であった）２

０才の頃に戻りたいという願いが込められていた。プレイバックシアターでその願いを、

今、この瞬間叶えられたと言えよう。平和、健康感が一時取り戻され、癒しの時間になっ

た。すなわち、連続した自己を取り戻す（連続性のある自分、同時代の仲間との一体感、

日本人としての同一化）ことを促進したということで、ストーリーは自己同一性対自己拡

散の発達課題に貢献したと言えよう。 

ここでは彼女の内心と世界の状況が影響し合っている。更に言うならば、自然とも影響

し合っている。神話的モチーフとしては、成人式というイニシエーションの儀式、第２の

誕生、再生、自然の治癒力といったものが彷彿してくる。降りてきている神々は、平和の

神であり、第２の誕生を孕む聖母がイメージされる。 

 この日は、男性 FH というもう一人のメンバーのストーリーがあった。第１回目と同じ

テラーである。現在、グループホームにて生活しており、家族（父母は既に他界し兄が家

を継いでいる）とは離れた暮らしをしている。家族と共に過ごせるのは、正月とお盆に外

泊が出来るだけである。この前に語った女性 FH のストーリーとは、２０才の頃の思い出、

成人式という儀式、新年のお参りという儀式という「赤い糸」のつながりが見られる。動
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く彫刻では「何度もアクションをしてすっきりした」という気持ちを述べた。これは快晴

の天気、新年の浄らかさと共鳴しているし、カタルシスを得たこの日の積極性につながっ

ていると思われる。そして家族との絆・愛を取り戻すこと、つまり「親密対孤立」という

発達課題に本セッションは貢献したと言えよう。神話的モチーフは、聖家族、浄化。 

 

〔第９回〕 

ストーリーテラー１：ＳＹ、５１歳、女性 

ストーリー１：「正月にこたつで両親と話せて良かった。」 

ストーリーテラー２：ＩＭ、３８歳、女性 

ストーリー２：「買い物に行って、通りすがりの人が「ワ」になっていることが分かった。」 

正月明け、新年初めてのセッション。メンバー１１人、スタッフ３名、新 Dr も参加。 

女性 SY はグループホーム入所中。正月に外泊して両親と共に過ごしてきた。その懐かし

くも暖かな気持ちがストーリーの中の「こたつ」に現れている。シャイで口数少ない彼女

が、プレイバック・シアターのテラーとして話せた事実も共鳴しているようなストーリー

である。孤独になりがちな彼女が親密な時間を過ごせた意義がこのセッションにあったと

して、親密対孤立の発達課題に貢献したと言えよう。神話的モチーフは、帰郷、回帰、 

新生。暖かさの神、祖霊との出会いがイメージされる。 

 この日、もう一人のテラー、女性 IM のストーリーについて。まだ、いわゆる幻覚・妄

想状態の再燃が時々見られる統合失調症のメンバーであり、語られたストーリーも妄想的

内容であった。他人が「ワ」になっているとは、他人が「輪」になって親密なグループを

形成していて、自分は疎外感を味わっているといった内容である。前の SY のストーリー

とは、家族や仲間との親密さの陰の証言として「赤い糸」がつながっている。しかし、自

分のストーリーが演じられた後の感想では、「やっぱりおかしいわ！」と述べている。こ

れはコンダクターにも予期しなかった驚きであった。妄想的内容のストーリーでも尊重し

てありのままに演じる、当たり前の事だがそれでいいのだな、と私自身、自信を深めたス

トーリーであった。世界に対する不信な認識を修正した点で、発達課題「基本的信頼対不

信」に本セッションは貢献したと言えよう。神話的テーマは、異界、魔法。魔法使いのワ

ザがイメージされる。 

 

〔第２４回〕 

ストーリーテラー：ＫＡ、２２歳、女性。 

ストーリー：「ホテルで、誕生パーティしてもらって楽しかった。」 

参加メンバー８人、スタッフ３名。 

クリスマスを前に、部屋にはクリスマスツリーなどの飾り付けがしてあった。ストーリ

ーのテラーは２２才の独身女性。恥ずかしさ・緊張があって、セッションの最初は見学し、

途中からグループに入ってきた。ストーリーは、誕生パーティを家族にホテルで特別して
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もらったというもの。彼女にとって、テラーになって話し演じてもらう事は特別な事だっ

たに違いない。そしてグループに入る事、テラーとして話す事、何度も勇気が要ったに違

いない。そんな困難を克服した特別な自分を祝福してもらった喜びがあふれていた。「自

律性対恥・疑惑」「親密対孤立」の課題を乗り越える経験になったと思う。祝福の神が降

りた時間であったと思う。 

 

〔第３０回〕 

ストーリーテラー：Ｔ（スタッフ）、６０歳、女性 

ストーリー：「小学校５年、担任の先生がつまらない授業を辞めて、空いている音楽室で、合奏

をクラスでした。そのことがラジオ局で録音された。」 

第１回から関わっていたスタッフが退職する事になり、お別れに彼女のストーリーをメ

ンバーが演じた。還暦を迎えた年配の彼女にとってメンバーは子供或いは孫の様な年齢で

ある。プレイバックシアターのグループの思い出は、ストーリーに語られるような「先生

と生徒が音楽を作り、発表して喜ぶ」ものだったに違いない。世代を超えて大事な事を伝

えて行くこと、世代を超えた一体感をメッセージしている。それは「生殖性対停滞性」と

いった発達課題でもある。教育・次世代への継承の姿を伝えている。神話的テーマは、音

楽、ユニオン。 

 

以下、各セッションのストーリーとその共鳴をまとめると下表の様になる。（ＰＴ＝プ

レイバックシアター） 

 

回 日時 
テラ

ー 

年

齢 
性 ストーリー 

個人・心理

的次元。（発

達課題） 

今・ここで 
社会的・

政治的 

神話的・元

型的モチー

フ。 

宿る

神々 

1 H13.9.5 FH 51 男 

デイケアでやってい

る絵手紙が出来て

良かった（タブロ

ー）。 

難しかった

が、良かっ

た。グループ

ホーム入居

中、昼間は

デイケア中

心の生活。

（勤勉性対

劣等感） 

第１回目・Ｐ

Ｔの導入。

これまでの

デイケアの

プログラム

では居眠り

する事が多

かったの

が、その暇

もなかった 

節目。入

学・入園・

入社。不

安と期

待。 

 

困難・危機

の克服。退

屈な毎日の

中で、新し

い事が出来

た。新たな

スタート。

絵、表現、

伝えるとい

う事 

伝令

神。

芸術

神。 

2 H13.9.19 
特に

ｽﾄｰﾘ
    

動く彫刻とペアーズ

が中心 
  

新しい人や

見学者が

オリエン

テーショ

準備、モラト

リアム。 

カオ

ス 
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ｰなし 多くグルー

プ作りが中

心。 

ン。 

3 H13.10.3 MF 

2

8 

 

  

男 

オリンピックで、マラ

ソンの高橋尚子の

優勝のゴールした時

のインタビューをテ

レビで見ていた。 

長い闘病生

活。（生産

性・勤勉性

対劣等感） 

初参加。勇

気を持って

話した。人

の経験を見

る PT に参

加してい

る。 

テレビを

通して話

題を共

有。日本

人の世界

での活躍

は人々に

勇気を与

える。 

やり抜いた

感動。英

雄。目標の

達成感。劇

を見る事に

よる感動。 

勝利

の女

神。

英雄

神。 

4 H13.10.17 TT 29 男 
眠れるようになって

良かった。 

不眠に悩む

毎日。（自律

性対恥・疑

惑） 

楽しめる時

間。自分を

表現した。 

障害者。

眠れない

夜の辛

さ。 

悪いものと

の闘い。健

康の回復 

医

神。 

5 H13.11.7 FH 43 女 

成人式・美容院で着

物を着て日本髪にし

た。高校時代の友人

とカラオケに行く。 

ハイ・テンシ

ョンで「テロ

がある中、

日本は平

和」と動く彫

刻での話。２

０才の頃に

戻りたい。

（同一性対

同一性の混

乱） 

天気が良

く、屋外でＰ

Ｔ 

イニシエ

ーション

の儀式。

テロと平

和。 

晴れがまし

さ、お祝い。

再生。 

平和

の

神。

聖母 

    FH 51 男 

１９，２０歳の正月、

父母と一緒に過ごし

て善光寺参りをし

た。 

父母は他

界。家族と離

れた暮らし。

（親密対孤

立） 

積極的にア

クション。 

正月に家

族が集う 

聖家族。浄

化。 

浄め

の

神、

愛の

神 
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6 H13.11.21 YM 46 男 

２月、歩いて諏訪湖

一周をした。雪が降

っていて寒くて、スト

ーブで暖まった。 

健康維持、し

かしお金に

ならないこと

ばかりと嘆き

つつ文集作

りで少し疲

れ。共同住

居ではリー

ダー的、しか

し異色。（親

密対孤立） 

ムードメー

カー。ADr

の参加。 

雪中行

軍。厳し

い中で鍛

錬・修

行。 

自然、歩

行、一周。

寒さと暖か

さ。 

運動

の

神。

冬の

神。 

    NT 40 女 

昔の服が着られなく

て、ダイエットする。

いろいろなダイエット

食品を試みた。 

母子家庭の

母、健康と経

済に注意し

ている。（生

殖性対停滞

性） 

久しぶりの

参加 

肥満の問

題。身体

の変化で

合わなく

なった

服。 

変化と適

応。美への

希求、美醜 

美の

女神 

7 H13.12.5 SN 23 男 

昨夜眠れなくて、ビ

デオを見たり音楽を

聴いたりした。 

久しぶりの

参加で緊張

したが楽しく

出来た。思っ

た事感じた

事を表現出

来て気持ち

が軽くなっ

た。障害者

で無職。（基

本的信頼対

不信） 

１年半ぶり

の参加。他

メンバーと

の分かち合

いの場とし

てのＰＴに

参加。 

精神障害

者の悩

み、不眠 

不安と眠

り、やすら

ぎ。 

病魔

と安

らぎ

の

神。 

8 H13.12.19 YM 46 男 ハンコを買いに行く 

社会参加に

積極的。（自

己同一性対

同一性の混

乱） 

今年最後

のＰＴ 

認証のひ

とつ 

アイデンテ

ィティとして

のシンボル 

守護

天使 

9 H14.1.16 SY 51 女 
正月にこたつで両親

と話せて良かった。 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

住まいで、正

正月明け

最初のＰＴ 

正月に家

族が集う 

帰郷、回

帰、新生 

暖か

さの
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月に外泊。

（親密対孤

立） 

神、

祖

霊。 

    IM 38 女 

買い物に行って、通

りすがりの人が「ワ」

になっていることが

分かった。 

妄想に取り

込まれた状

態。（基本的

信頼対不

信） 

自分を客観

的に見る場

（感想、や

っぱりおか

しいわ） 

仲間はず

れ感、疎

外、カル

チャーシ

ョック 

異界、魔法 

病魔

と魔

法使

い 

10 H14..2.6 HK 22 女 
おばあちゃんを心配

する 

摂食障害で

濃厚流動食

飲みながら

の生活。（積

極性対罪悪

感） 

心配される

立場が逆

転してい

る。積極的

にアクショ

ンをしてい

る 

祖母に可

愛がられ

た孫 

子孫。 

病魔

と童

神。 

11 H14..2.20 YY 37 女 
ガストで彼氏とデー

ト。とんかつ食べた。 

障害、母子

家庭。（親密

対孤立） 

食事後で少

し眠い。実

習学生が

参加。 

デート。 男と女 

愛の

神。

縁結

びの

神。 

12 H14.3.20 
H(ｽﾀ

ｯﾌ) 
  女 

子供にケーキをごち

そうしてもらう 

スタッフの役

割が、今日

はテラー。

（生殖性対

停滞性） 

スタッフＨ

の退職の

ための送別

会 

別れ 

はなむけ。

子供からご

ちそうしても

らう。世代

交代。 

感謝

の神 

13 H14.5.15 IM 27 女 

退院後、車が運転

出来るようになって

美ヶ原に行った。足

をけがしたり、寒くて

すぐに戻った。 

退院後まも

ない。（積極

性対罪悪

感） 

退院後初

めての参加 

復帰の困

難さ 

禍福、７転

び８置き。 

災い

の神 

14 H14.6.5 IM 27 女 

元彼に電話して断ら

れ、不安定になっ

た。 

辛い過去を

精算したい。

抑うつ的。

（親密対孤

立） 

歯痛で控え

気味。自分

の辛さを話

し、エピソ

ードとしてと

らえ、吹っ

断ち切り

がたい未

練、 

男女の別れ

と、癒し。 

邪魔

する

神。 
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切れた感あ

り。 

15 H14.6.19 YM 47 男 

祖父から元服名をも

らい、１年後に亡くな

ってもう会えない。 

グループホ

ームのリー

ダー的存

在。（同一性

対同一性の

混乱） 

見学者５

人。戸外の

PT。元服名

は喬春、皆

をまとめる

という由

来。しかし,

まとめるこ

とはやめ

た、と。 

元服、成

人式。祖

父から孫

への継

承。 

成人儀式、

血族。祖父

からの継

承。司祭。 

司

祭。 

16 H14.7.3       
ストーリーなく、グル

ープ作り中心 
          

17 H14.7.17 YM 47 男 

２２歳の時、兄夫婦

の家に入って、２年

間楽しく過ごした。高

野山へ行った。 

グループホ

ームのリー

ダー的存

在。（親密対

孤立） 

積極的な参

加。ムード

メーカー。 

大家族。 
楽しい時、

神聖な場所 

兄弟

愛の

神 

18 H14.9.4 OY 30 女 

石黒さんから暑中見

舞いが届いた。Ｄｒア

ワーに出てますか？

と。 

見学のつも

りが、音楽に

惹かれて参

加。拡散傾

向あり。（親

密対孤立） 

ストーリー

にミュジック

を入れる。 

暑中見舞

い。グリ

ーティン

グカー

ド。 

友情。便

り。 

友愛

の神 

19 H14.9.18       
お話と音楽のワー

ク。 
  

昔話に音

楽を入れ

て、表現の

幅をひろげ

る。 

  語り部 

音楽

と神

託の

神。 

20 H14.10.9       〃   〃   語り部 〃  

21 H14.10.16 SR 54 女 

デイケアに来て風邪

をひいて調子悪かっ

たり、リフレッシュ出

かぜ、少し気

分落ち込

み。（親密対

戸外で動く

彫刻 

デイケア

の利用・

意義 

毒と癒し。

自然、再生 

病魔

と再

生の
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来たり。 孤立） 神。 

22 H14.10.31 

マック

ス・ク

レイト

ンの

サイ

コドラ

マ 

        

サイコドラ

マティスト

のマックス

クレイトン

氏と遊ぶ  

  

太陽・月・

星・動物、

宇宙。違星

人。 

創世

神。 

23 H14.11.20 NT 41 女 

４歳の頃、保育園に

行きたかったけど、

経済的な事でお母さ

んに止められていけ

なかった。けど、１年

遅れて入ってすごく

嬉しかった。 

子育て真最

中で悩みつ

きない。（生

殖性対停滞

性） 

小さい頃の

思い出話

が出る。 

子供の我

慢。教育

費と家

計。 

遊びと禁

止。欲求延

期、堅忍の

後の喜び。 

堅忍

の神 

    TT 30 男 

小学校の頃、校庭で

戦争ごっこ。担任の

先生に止められちゃ

った。 

楽しめてい

るが、理解

力が不足。

（積極性対

罪悪感） 

 
遊びとル

ール。 

遊びと禁

止。子供の

無邪気さと

残酷さ。 

荒ぶ

る神

と平

和の

神。 

24 H14.12.4 KA 22 女 

ホテルで、誕生パー

ティしてもらって楽し

かった。 

最初は入れ

ず、見学だっ

たが、途中

から参加。

（親密対孤

立） 

部屋にクリ

スマスの飾

り付けがし

てある。 

誕生日の

お祝い。

特別な。 

祝福 
祝福

の神 

25 H14.12.18 MN 30 男 

夏頃調子が良くて走

ったりした。寒くなっ

て調子を崩した。彼

女と励まし合ってや

っている。 

久しぶりの

参加。緊張

感あり。（親

密対孤立） 

彼女が入

院中で不

調、面会あ

まり出来

ず。1年を

振り返る。 

体調の波

ある。困

った時は

助け合

う。 

恋人、パー

トナー 

愛の

神。 
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    IY 27 男 

パソコンでインター

ネットにつながらなく

ていらいらして父母

に当たった。父母に

最後は謝った。 

疲れやす

い。思うよう

にゆかない

とものに当た

ったり、大声

を出して発

散している。

（自律性対

恥・疑惑） 

セッションを

通しての参

加は出来な

いが、最初

と最後は参

加してい

る。 

思う様に

ゆかない

と近い人

に当た

る。テクノ

ストレス。

ネット社

会。 

怒り。暴力

による支

配。 

荒ぶ

る

神。 

26 H15.1.15 KR 50 男 

１０年前は肩の痛み

で悩み、去年は母の

看病、今年は栄養を

つけたい。（ナラティ

ブＶ） 

去年暮れに

母がなくなっ

て、一人暮ら

し。（自律性

対恥・疑惑） 

正月明け

の抱負がテ

ーマ 

闘病生

活。老人

介護。健

康大事。 

老病死苦と

健康。母と

子。 

疫病

神と

医

神。 

    MN 30 男 

去年、彼女も具合悪

くて精神的にも落ち

込んだ。今年は、体

力をつけたい。朝散

歩してデイケアにも

来ている。 

彼女との関

係が中心。

（勤勉性対

劣等感） 

新しいムー

ドメーカー

になって、

リーダーシ

ップをとっ

ている。 

病を経

て、健康

に気づ

く。 

健康。パー

トナーシッ

プ。 

医

神。

愛の

神。 

27 H15.2.5 MN 30 男 

中１の市中陸上大

会で１００m走に出

て、２位の人が転ん

だので、自分が１位

になった。表彰され

て嬉しかった。 

ＰＴもっとうま

くなりたい、

とスタッフに

ライバル心

を燃やして

いる。（勤勉

性対劣等

感） 

リーダーシ

ップをとっ

ている。新

しくキーボ

ードが入

る。 

優勝のう

れしさ。

勝負は時

の運。負

ける人が

いて、勝

つ人がい

る。 

もうけもの。

ラッキー。 

勝利

の女

神。 

28 H15.2.19 MN 30 男 

中学２年の時、友達

と北海道旅行。どこ

へも行ける青春１８

切符を買った。汽車

の中で、暴力団が通

路に居て怖かったけ

れど、よけてもらっ

た。どきどきした。青

スタッフ、演

技の上手い

N さんにライ

バル心。自

律性対恥・

疑惑。同一

性対同一性

の混乱。 

リーダーシ

ップをとっ

ている。他

の女性に

関心あり３

角関係にな

っている。 

青春の自

由さ。奔

放さ、怖

さ。旅

行。 

青春の怖い

もの知らず

の冒険。ト

ムソーヤ。 

冒険

神。

英雄

神。 
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函連絡船で水平線

を見たり、時計台が

良かった。そして松

本に戻った。 

29 H15.3.5 OT 22 女 

去年、彼氏、友達、

その彼氏とディズニ

ーランドに行った。ま

だ行ってなくて「生き

た化石」と言われ

た。ミッキー、ミッキ

ーミニと写真をとっ

た。プーさんのお店

にも行ったりして。楽

しかった。 

遅れて入っ

た自分。不

安、恥ずかし

さあり。職が

みつかった。

（親密対孤

立） 

学生実習

生参加。 

時流への

遅れ。遊

園地の楽

しさ。 

パートナ

ー、遊び、メ

ルヘン。 

愛の

神。

ディ

ズニ

ー。 

    TT 25 男 

３年前、ニュージー

ランドに行った。世

界で最も急な坂を友

人と転がった。最初

は止まるかと不安だ

ったけど、止まって

良かった。（訂正あ

り、そのあと骨折し

た） 

恥ずかしさ

はあるが慣

れてきてい

る。（自律性

対恥・疑惑） 

宮田さんの

テラーへの

指名あり。 

乗り越え

る前の怖

さと乗り

越えた後

の安心。 

世界へ。冒

険、不安、

安心。 

冒険

神。

英雄

神。 

30 H15.3.29 
T(ｽﾀ

ｯﾌ) 
60 女 

小学校５年、担任の

先生がつまらない授

業を辞めて、空いて

いる音楽室で、合奏

をクラスでした。その

ことがラジオ局で録

音された。 

今月いっぱ

いで退職。

いい思い出

を感じてい

る。（生殖性

対停滞性） 

送別会、思

い出 

忘れがた

い思い

出。 

教育。好

きこそも

のの上手

なれ。 

音楽、ユニ

オン。 

音楽

神。

教育

の

神。 
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31 H15.4.2 
Ｙ（学

生） 
21 女 

去年の９月。サーク

ルの先輩と最後にな

るので、どこかへ行

こうということにな

り、海に行った。しか

し、どしゃぶりであっ

た。セブンイレブンで

皆傘を買って雨の海

を見た。それはそれ

で良かった。 

大学最終学

年になった。

実習というノ

ルマではな

く、デイケア

に自発的に

参加。（同一

性対同一性

の混乱。積

極性対罪悪

感） 

４月から新

しいスタッ

フ。Ｍ氏が

リーダーシ

ップ。 

４月。新

学期、年

度初め。 

別れとスタ

ート。それ

ぞれの思い

を写す海。

青春と自

立。外は

雨。海へ行

く事を提案

したのは控

えめな性格

だったテラ

ー。 

海の

神。 

 

Ⅴ．考察 

１．プレイバックシアターにおけるストーリーは、テラー個人の状況だけでなく、その時

その場のグループの状況・テラーによるアクターの選択、取りまく自然と共鳴している。

ストーリーは、ただ個人が語ったことにとどまらず、いまここで共に生きた証しになって

いる。つまり、ストーリーは個人を超えた普遍的な経験となっており、つまり生きられた

神話である。そのように理解して行くと、ひとつひとつのストーリーが尊く・大切になっ

てくる。そうした豊穣な経験の舞台・場をプレイバックシアターは提供している。 

２．アフターミーティングについて 

当初、アフターミーティングは、セッションで何をやったかの事実だけの確認と記録で

あった。後半、同じ時間を共有したスタッフ同士で、ひとつひとつのストーリーの共鳴を

検討し、個人および集団の無意識レベルまでの検討を話し合う様になった。それ自体が創

造的でインスピレーションに満ち、気づく事の多い作業であった。再び深くつながり、た

め息や深い肯きが出た。その作業によって、スタッフのテラー個人への理解・尊敬が深ま

って来ている。 

３．「松本 Dr アワー」というプログラム 

 プレイバックシアターを同じ時間、同じ場所、同じコンダクターで続けてきた。いつし

かデイケアでのこのプログラムは「松本 Dr アワー」と呼ばれるようになった。その恒常性

がリチュアルを形成していると思う。極めて個人的なカラーを出している本プログラムが、

逆説的に個人を超えた経験を提供する場になっている。そして参加している精神障害者の

メンバーが求める事は、病の癒しだけにとどまらず、「もっと演技が上手くなりたい」と

いったアーティスティックな要求が大きくなってきている。さらに、皆の前で発表したい

声が上がって来、メンバーによるパフォーマンスを計画している。まず、他の患者さんに

見てもらいたい、という声である。 
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Ⅵ．おわりに 

プレイバックシアターにおけるストーリーは極めて個人的・具体的なものだが、それは

その場のグループからのメッセージであり、さらに個人を超えた啓示・恩寵あるいは目覚

め・悟りといった「大きなストーリー」とつながっている。ストーリーに降りてきた神々

の声に耳傾ける時、不思議な広がりとこれからのさらなる神話の旅を思ってわくわくする。

旅は始まったばかりである。そこに誘うのはプレイバックシアターの神々であろうか。 
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